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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

凝縮系物理学，電子物性 

キーワード 

電気輸送計測，MEMS/NEMS，低温実験，超伝導・密度波 

所属学協会・研究会 

日本物理学会，応用物理学会 

研究分野 
物性 II，ナノマイクロシス
テム 

 

松浦 徹 准教授 

電気電子工学科 

t-matsuura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究】 

これまで，“電荷密度波(CDW)”状態をしめすTaS3, NbS3などを用

いて微小な電気-機械振動素子（MEMSまたはNEMSと呼ばれる）

の研究を行ってきました。 

CDW は，異方的な電気伝導体特有のフェルミ面の不安定性(パイ

エルス不安定性)に起因して，電子密度とフォノンがフェルミ波数の

2 倍の波数で周波数 0 の疎密波を作る巨視的量子状態です。CDW

状態では，電子密度が超格子構造を組んだ電子結晶を作ります。電

子結晶は，通常の固体結晶と同じく弾性や剛性が生じるため，電子

物性と機械特性の間に強い相互作用を持っていると期待されます。 

相互作用がより強い物質系を見つけることができれば，

MEMS/NEMS を単純にかつ小型化・集積化でき，量子力学・熱力

学などの基礎物理の実験や，生体・医療への応用が考えられます。

これまでに，図に示すような CDW ナノ振動子を作成し，電子物性

-機械特性間の相互作用の測定を行っています。 

 

 

主要設備・得意とする技術 

・ネットワークアナライザー 

・高周波プリアンプ 

・微小電流測定 

・低温技術 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・市民講座 

・企業の依頼研究（電子素子の温度特性測定・評価） 

図. 作成した両端支持梁型 CDW ナ

ノ共振子の走査電子顕微鏡像と模

式図 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

塑性加工学，材料力学 

キーワード 

板成形，焼付き，チタン 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本塑性加工学会 

技術分野 生産工学・加工学 

 

村中 貴幸 准教授 

機械工学科 

塑性加工研究室 

muranaka@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【塑性加工製品の高付加価値化】 

● 容器製品の精度向上策の開発 

   密閉性，耐圧性の向上を目指したより真円に近い容器の成形 

  ⇒金型の精度に依存しない変形時の材料流動を活用 

● Ti成形の焼付き防止策の開発 

   工業用チタンの画期的プレス成形技術 

  ⇒酸化皮膜を用いない新しい焼付き防止策の開発 

 

主要設備・得意とする技術 

機械工学科棟１Fに設置された 500kN油圧式万能試験機を管理しています。本年度 300kN ギア式の精密万能

試験機が導入される予定です。板，丸棒など試験片の形状を問わず引張，圧縮，曲げの評価試験が実施可能

です。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・チタン製眼鏡枠のプレス成型法の開発 

・均一肉厚容器の成型法開発 

・先端マテリアル創成・加工技術研究会メンバー 

・中小企業産業大学校「機械工学の基礎」講師 
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